
 

                        

                        令和３年８月１７日 

                                  調布市教育委員会指導室 

 

令和３年７月における市内小・中学校の事故等の報告について 
 

○ 定例教育委員会で報告する基準 

 

 

 

 

 

＜小学校＞ 

○ 事故等 ６件  

発生日 発生場所 管理 学年 性別 事故等の概要 

① 

７／５ 

（月） 

通学路 内 ４ 女 

【鼻骨骨折】 

・登校中，当該児童は，転倒して顔面を地面に打ち
つけた。 

・当該児童は，そのまま帰宅し，保護者同行のもと
病院で受診した。 

・病院では，鼻骨骨折と診断され，処置を受けた。 

・１３日（火），当該児童は手術を行った。 

② 

７／５ 

（月） 

図工室 内 ４ 男 

【右人差指の切傷】 

・図工の時間，当該児童は，隣の席の児童に声をか
け，顔を見合わせた瞬間，隣の児童が持っていた
彫刻刀が当該児童の右の人差指に当たり，出血し
た。 

・養護教諭は，保護者に連絡するとともに，当該児
童と病院に行き，受診した。 

・病院ではカットバンでの処置となった。 

・養護教諭は，病院で保護者と合流した。 

※彫刻刀等の道具を使用する際の安全指導を確認 

③ 

７／６ 

（火） 

教室 内 ３ 女 

【痙攣】 

・授業中，当該児童は，テスト用紙を提出するため
に，教室前方に向かっていたところ，机につまず
き転倒し，床に左腰を打ち付け，倒れたまま痛み
で痙攣を起こした。 

・当該児童は，教室に駆け付けた養護教諭からの声
掛けに気持ち悪いと訴え，担任が保護者に連絡
し，養護教諭が救急車を要請した。 

・病院では，血液検査，心電図等に特に異常は見ら
れなかった。 

④ 

７／８ 

（木） 

校庭 内 ３ 女 

【鎖骨骨折】 

・昼休み，当該児童は，クラスメイトと一緒に校庭
で側転をして遊んでいたところ，転倒し，鎖骨付
近を地面に打ち付けた。 

・養護教諭は，当該児童の患部を確認したところ，
腫れが見られたため，保護者に連絡するととも
に，当該児童と病院に行き，受診した。 

・病院では，鎖骨骨折と診断され，処置を受けた。 

 

⑤ 

７／１２ 

（月） 

校庭 内 
３ 

４ 

男 

男 

【額裂傷】【顎裂傷】 

・昼休み，３年児童と４年児童は，別のグループで
遊んでいた。 

・両児童は，校庭で走り回っていたところ，互いに
視野に入っていなかったため，衝突した。 

次の事故・事件等について発生した場合は，教育委員会に報告する。 

① 事故では，特に首から上の怪我，骨折や縫合のあった怪我等，医療機関において処置された案件 

② 事件・問題行動では，指導室として特に今後の動向が危惧される案件 

資料２  

 

  



 

＜中学校＞ 

○ 事故等 ５件 

・教員が倒れこんでいる当該児童らに気付き，状況
を確認するとともに，副校長は救急車を要請し，
担任は保護者に連絡した。 

・当該児童らは，病院で受診し，当該児童（３年）
は額を３針縫合，当該児童（４年）は顎を１０針
縫合する処置を受けた。 

⑥ 

７／１２ 

（月） 

教室 内 ４ 男 

【左前腕部骨折】 

・中休みの終わり，当該児童は教室に入る際に，教
室に入ってきた虫に動揺し，転倒し，左腕を床に
ついた。 

・教室にいた教員が状況に気付き，当該児童を保健
室に連れて行った。 

・養護教諭は，当該児童の患部の腫れを確認し，保
護者に連絡するとともに，当該児童とタクシーで
病院に行き，受診した。 

・当該児童は，病院で受診し，左前腕部の骨折と診
断され，処置を受けた。 

発生日 発生場所 管理 学年 性別 事故等の概要 

① 

７／２ 

（金） 

体育館 内 ２ 男 

【鼻部打撲】 

・保健体育「バスケットボール」の活動中，当該生

徒は，ボールを取ろうとジャンプして，他生徒と

接触し，他生徒の頭に鼻をぶつけた。 

・教員が，当該生徒の状況を確認したところ，鼻が

変形していたため，保健室に同行した。 

・養護教諭は，保護者に連絡するとともに，当該生

徒とタクシーで病院に行き，受診した。 

・診察の結果，鼻部打撲と診断され，処置を受け

た。 

② 

７／６ 

（火） 

体育館 内 ２ 女 

【右手小指（中手骨）骨折】 

・バレーボール部の活動中，当該生徒はアンダーハ

ンドでレシーブをしようとしたところ，床に右手

の小指を引っかけ，痛みを訴えた。 

・養護教諭が，当該生徒の患部を確認すると，右手

小指に腫れが見られたため，冷却処置を行った。 

・養護教諭は，保護者に連絡し，当該生徒は副校長

同行のもと病院で受診した。 

・当該生徒は，右手小指の骨折と診断され，処置を

受けた。 

③ 

７／１２ 

（月） 

教室 内 ３ 男 

【左鼓膜裂傷】 

・登校後，当該生徒は４人でビンタをし合って遊ん

でいた。（じゃんけんで負けるとビンタされるル

ール） 

・当該生徒は，じゃんけんに負け，ビンタされるの

をよけたところ，当該生徒の耳に他生徒の手が当

たったため，当該生徒は保健室に行った。 

・当該生徒は，副校長同行のもと，病院を受診し，

左の鼓膜裂傷と診断され，処置を受けた。 

・学校は休み時間等の遊び方について指導した。 

④ 

７／１６ 

（金） 

校庭 内 ２ 女 

【膝の捻挫】 

・ソフトボール部の活動中，当該生徒は，高いボー

ルを捕球しようとジャンプし，着地した際，膝を

痛めた。 



 

 

・校長は救急車を要請し，当該生徒は，顧問同行の

もと病院で受診し，捻挫と診断され，処置を受け

た。 

⑤ 

７／２８ 

（水） 

校庭 内 ２ 男 

【顔面打撲】 

・野球部の活動中，当該生徒はバッティングピッチ

ャーをしており，バッターが打ったボールが当該

生徒の右目付近に当たった。 

・教員が保健室に同行し，養護教諭が冷却処置を行

うとともに，保護者に連絡した。 

・副校長は救急車を要請し，当該生徒は，教員及び

保護者同行のもと病院で受診し，顔面打撲と診断

された。 

・その後，当該生徒は嘔吐したため，病院で様子を

見たが，原因は，鼻血が鼻腔に溜まっていたこと

によるものであると確認できた。 


